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　要旨

鹿児島県喜入町の愛宕川河口干潟には，ウミ

ニ ナ Batillaria multiformis (Lischke)， カ ワ ア イ

Cerithideopsilla djadjariensis (K. Martin)，へナタリ

Cerithideopsilla cingulata (Gmelin)，フトへナタリ

Cerithidea rhizophorarum (A. Admas)の 4種のウミ

ニナ類の巻貝が生息している．ウミニナは，北海

道以南に分布するウミニナ科に属する巻貝であ

り，泥中に紐状の卵鞘を産み，ベリジャー幼生が

孵化するプランクトン発生の生活史をとる．これ

まで，ウミニナについては，発生様式，生態分布

については研究されてきたが新規加入時期などの

生活史についてはあまり研究されていない．本研

究ではウミニナの生活史を明らかにするのを目的

の 1つとして，鹿児島県喜入町愛宕川と，鹿児島

県いちき串木野市大里川の 2つの異なる環境での

生息密度の比較を行うとともに，喜入町愛宕川で

はウミニナのサイズ頻度分布の季節的変化につい

ても調査した．

サイズ頻度分布調査は毎月行い，愛宕川の河

口干潟において，干潮時に，目視でウミニナをラ

ンダムに 100個体以上採取し，殻高をノギスを用

いて 0.1 mm単位で計測した．

その結果，1年を通して喜入では 15.1–18 mm

をサイズピークとする一山型のグラフであり，9

月に 10 mm前後の幼貝が現れ，9–11月まで二山

型のグラフとなった．12月には 4.1–5 mmの個体

が現れ，三山型のグラフとなった．9月に現れた

個体は 9.1–10 mmにあったサイズピークが 12月

にかけて 11.1–12 mmに成長すると予測された．

また，2007年 9月の各調査地におけるウミニナ

のサイズ頻度分布調査では，喜入では 16.1–17 

mmをサイズピークとする山型のグラフであり，

平均個体サイズは 16.8 mmとなった．市来では

10.1–11 mmをサイズピークとするグラフで，平

均個体サイズは 15.01 mmとなった．

生息密度調査では 2007年 9月に 1回，各調査

地において 50 cm × 50 cm区画をランダムに 10区

画用意し，区画内の目視可能なウミニナの出現個

体数を記録した．その結果，10区画の生息密度

の平均が喜入では56.9個体，市来では97.5個体と，

喜入よりも市来のほうが生息密度が高く，密度差

も高いという結果が得られた．

　はじめに

ウミニナはウミニナ科に属する腹足類である．

ウミニナ科の貝類は汽水域や塩分の少ない内湾的

環境の砂泥底，または泥底の干潟に生息しており，

日本の干潟では最も普通に見られる巻貝である．

本種は北海道以南，九州，朝鮮半島に分布してい

る．殻は塔形で中ほどが多少膨れている．殻表に

は 5本の螺助をめぐらし，これが不規則に区切ら

れて石畳状になっている．なかでも縫合下のもの

は普通，イボ状になっている．殻口の内唇から軸

唇にかけて広がる滑層は白い．イボの強さ，色彩

はいろいろあり，殻の形とともに変異が著しい．

殻表にツボミガイ Patelloida pygmaea f. conulusと
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いうカサガイ状の腹足類の貝類を付けている個体

もある．ウミニナの発生様式は紐状の卵鞘を産み，

ベリジャー幼生が孵化するプランクトン発生の生

活史をとる．雄にペニスはなく，交尾行動はとら

ない．

ウミニナの生態に関して研究は，発生様式に

ついては風呂田（2000）によるホソウミニナとウ

ミニナの研究例があり，分布様式については

Vohra (1971)がウミニナとへナタリを，Adachi & 

Wada (1998)がウミニナとホソウミニナを研究し

た例がある．また，Wells (1983)は香港のマング

ローブ林に生育するウミニナ科，へナタリ科の 6

種のウミニナ，イボウミニナB. zonalis (Bruguiere)，

マドモチウミニナ Terebralia sulcate (Born)，へナ

タリ，フトへナタリ，カワアイの分布と生息環境

との関係を考察し，山本・和田（1999）は，対塩

性，底質選好性，干出選好性の観点から，ウミニ

ナ，ホソウミニナ，ヘナタリ，フトヘナタリの 4

種の分布について詳しい考察を行い，若松・冨山

（2000）は，喜入マングローブ林に生息する 4種

の腹足類に関して，垂直分布および塩分濃度，乾

燥の要因に関して報告をしている．また，杉原・

冨山（2002），吉田・冨山（2003），田上・冨山（2004）

は愛宕川の河口干潟において同 4種について，サ

イズ分布の季節変動を報告している．しかしなが

ら，ウミニナの幼貝の新規加入時期など生活史に

ついては不明な点が多い．若松・冨山（2000）は

ウミニナのサイズ分布を初めて報告したがその調

査区は淡水性に近くウミニナの生育場所としてか

なり端のほうであった．ウミニナは場所によって

生息密度や殻のサイズや形態の差異が大きく，同

じ産地でも生活史が異なっている可能性がある．

そこで，本研究ではウミニナの生活史を明らかに

する目的の 1つとして喜入町愛宕川の河口干潟を

調査区として，ウミニナのサイズ頻度分布の季節

変動について調査した．また，愛宕川の河口干潟

と大里川の河口干潟のウミニナのサイズ頻度分布

と生息密度の違いについても調査した．

　調査地と方法

調査地

喜入　調査は鹿児島県鹿児島市喜入町を流れ

る愛宕川の河口干潟（31°23ʹ N, 130°33ʹE）で行っ

た．愛宕川は鹿児島湾の日石石油備蓄基地の内側

に河口があり，この河口部で八房川と合流してい

る．調査地周辺の干潟周辺にはメヒルギやハマボ

ウからなるマングローブ林が広がっており，太平

洋域におけるマングローブ林の北限とされてい

る．干潟上にはウミニナ，カワアイ，へナタリ，

フトへナタリの４種のウミニナ科巻貝を中心にア

ラムシロガイ，コゲツノブエガイもわずかに生育

している．調査地にはホソウミニナに形態の似た

ウミニナ属が生息しているが，小島ほか（2001）

によれば調査地とその周辺に分布しているウミニ

ナ属はミトコンドリア DNAの分析からウミニナ

の一種のみであるという結果が得られている．調

査地点は，上流から続くマングローブ林の切れ目

にあたる場所である．干潟は平坦であり，大潮時

は水の流れから数メートルの場所では潮位はほと

んど変わらない．底質は砂泥質 –砂質でウミニナ

が非常に多く存在し，へナタリも見られる．

市来　調査は鹿児島県いちき串木野市を流れ

Fig. 1. Map showing the location of study site (Atago and Osato 
rivers).鹿児島市喜入町愛宕川河口マングローブ干潟の調
査地の概要．
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る大里川の河口干潟（31°23ʹN, 130°17ʹE）で行っ

た．大里川の河口域は，陸岸は全てコンクリート

護岸であり，植生はなく，河口で八房川と合流し

東シナ海に注ぐ．底質は，最上部砂質，大部分砂

泥質，最下部泥質である．調査地点は，日当たり

がよく川幅は愛宕川と比べてかなり広い．干潟は

平坦で，ウミニナが非常に多く生育し，フトへナ

タリも潮間帯上部に多く見られる．

方法

サイズ頻度分布の定期調査　調査は鹿児島市

喜入町愛宕川において 2007年 1月から 2007年

12月の期間に毎月 1回，干潮時に，目視でウミ

ニナをランダムに 100個体以上採取し，殻高を，

ノギスを用いて 0.1 mm単位で計測し，記録した．

採集した貝は，持ち帰り，計測時まで冷凍庫で保

管，または採集した調査地内に放した．また，

2007年 9月に 1回，各調査地において干潮時に，

目視でウミニナをランダムに 100個体以上採取

し，殻高を，ノギスを用いて 0.1 mm単位で計測し，

記録した．採集した貝は，持ち帰り，計測時まで

冷凍庫で保管，または，採集した調査地内に放し

た．

生息密度調査　2007年 9月に 1回，各調査地

において 50 × 50 cm区画をランダムに 10箇所用

意し，区画内の目視可能なウミニナの出現個体数

を記録した．採集した貝は，持ち帰り，計測時ま

で冷凍庫で保管，または採集した調査地内に放し

た．

　結果

ウミニナのサイズ分布の季節変化

Fig. 2に 2007年 1月から 2007年 12月までの

喜入町愛宕川における，ウミニナの殻高頻度分布

の季節変化を示す．1月は 15.1–16 mmの個体を

サイズピークとする一山型のグラフであった．2

月も 1月と同様に，15.1–16 mmの個体をサイズ

ピークとする一山型のグラフであった．3月も

1–2月と同様に 15.1–16 mmの個体をサイズピー

クとする一山型のグラフであったが，1–2月と比

べて 21.1 mm以上の大きな個体がわずかに見ら

れるようになった．4月も 15.1–16 mmをサイズ

ピークとする一山型のグラフであったが，1–3月

と比べて 15 mm以下の個体数が著しく減少した．

一方で 21.1 mm以上の大きな個体が見られ，3月

と比べてもその個体数は多かった．5月は 17.1–

18 mmをサイズピークとする一山型のグラフで

あり，4月と同様に 21.1 mm以上の個体が見られ

た．また，4月と同様に 1–3月と比べて 15 mm以

下の個体が少なかった．6月は 15.1–16 mmをサ

イズピークとする一山型のグラフで 21.1 mm以

上の個体も多くみられ，さらに 27.1 mmという

かなり大きな個体も見られた．また，6月は 4–5

月と比べて 15 mm以下の個体が多く見られた．6

月以降は，8月に一度 15 mm以下の個体がほと

Fig. 2. Seasonal changes in size frequency histograms of Batillaria 
multiformis at Kiire.喜入におけるウミニナの殻高分布の季
節変化．
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んど見られなくなるが，それ以外では 4–5月のよ

うに急激にその個体数が減ることはない．7月は

16.1–17 mmをサイズピークとする一山型のグラ

フであり，21.1 mm以上の個体が 6月までと比べ

てわずかに多く見られ，今回の調査で最も大きい

個体もこの月に見られた．8月は 15.1–16 mmを

サイズピークとする一山型のグラフであり，21.1 

mm以上の個体がかなり多く見られた．9月から

は新規加入個体が見られ，9.1–10 mm，16.1–17 

mmをそれぞれサイズピークとする二山型のグラ

フとなった．また，9月は 21.1 mm以上の個体が

他の月と比べて多く見られた．10月も 9月に引

き続き 9.1–10 mmと 15.1–16 mmをそれぞれサイ

ズピークとする二山型のグラフであった．しかし，

10月は 9月と比べて 20.1 mm以上の個体があま

り見られなくなり，小さいほうのグループの山が

わずかに大きくなった．11月は 9.1–10 mmと

15.1–18 mmをそれぞれサイズピークとする二山

型のグラフであった．11月は夏頃と比べると

21.1 mm以上の個体があまり見られなくなってい

るが，10月と比べるとその個体数は増えている．

12月は，10.1–11 mmと，16.1–17 mmをサイズピー

クとする二つの山型のグラフに加え，さらに，

4.1–5 mmの個体の新規加入も見られたことによ

り，三山型のグラフとなった．21.1 mm以上の大

きな個体はほとんど見られなかった．9月に現れ

た幼貝は 9月に 9.1–10 mmをサイズピークとし

ていたが，12月にかけて 10.1–11 mmにサイズピー

クが移っている．

ウミニナの殻高サイズの平均値の季節変化

Fig. 3に 2007年 1月から 2007年 12月までの

喜入町愛宕川の調査区における，ウミニナの殻高

サイズの平均値の季節変化を示す．1月から 8月

まで最小値に大きな変化は見られなかった．9月

には幼貝が出てきたため最小値が下がり，標準偏

差が大きくなった．12月にはさらに小さな個体

が現れ，最小値は下がり，標準偏差も大きくなっ

た．

ウミニナの個体数変動

Fig. 4に 2007年 1月から 2007年 12月までの

喜入町愛宕川の調査区における，ウミニナの出現

個体数の季節変化を示す．ウミニナは 2月の 868

個体から急速に個体数を増やし，5月に 1827個

体でピークとなりその後，減少して 7月には最小

の 519個体になった．8月には増加して 869個体

となり，9月には 569個体と減少するが 10月は

1142個体，11月は 1142個体，12月は 1182個体

と増加した．

生息密度

Fig. 5に 2007年 9月の各調査地におけるウミ

ニナの生息密度を示す．10区画の生息密度の平

均が喜入町愛宕川では 56.9個体，いちき串木野

市大里川では 97.5個体と，喜入よりも市来のほ

うが生息密度が高い．

1区画の出現個体数は，喜入町愛宕川では最大

値 104個体，最小値 17個体，いちき串木野市大

Fig. 3. Seasonal changes of mean value of shell length of Batilla-
ria multiformis at Kiire.喜入におけるウミニナの殻高サイ
ズの平均値の季節変化．

Fig. 4. Seasonal changes in number of individuals of Batillaria 
multiformis at Kiire.喜入におけるウミニナの出現個体数の
季節変化．
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里川では最大値 208個体，最小値 43個体と，喜

入よりも市来のほうが最大値と最小値の差が大き

く，密度差が大きい．

各調査地におけるウミニナのサイズ分布と平均個

体サイズ

Fig. 6に 2007年 9月の各調査地におけるウミ

ニナのサイズ頻度分布を示す．喜入町愛宕川では

16.1–17 mmをサイズピークとする山型のグラフ

であり，幼貝の占める割合は低く，平均個体サイ

ズは 16.8 mmであった．いちき串木野市大里川

では 10.1–11 mmをサイズピークとするグラフで，

喜入と比べて幼貝の占める割合がかなり高く，平

均個体サイズは 15.01 mmであった．

　考察

喜入町愛宕川のウミニナのサイズ頻度分布の

季節変動に関しては，若松・冨山（2000），杉原・

冨山（2002），吉田・冨山（2003），田上・冨山（2004）

によって今回の調査地と同じ喜入干潟の例が報告

されている．若松・冨山（2000）の調査では，ウ

ミニナの新規加入は 4–8月に多くみられたとして

いる．また，杉原・冨山（2002）の調査では，ウ

ミニナの新規加入は 8月 –秋にかけて多くみられ

たとしている．吉田・冨山（2003）の調査ではウ

ミニナの幼貝は 9–1月にかけてみられたとしてい

る．田上・冨山（2004）は 4–9月に幼貝が現れ，

4月と 8月に最も多くの幼貝がみられたとしてい

る．本研究では幼貝は 9–12月に幼貝が現れ，12

月に最も多くの幼貝がみられた．

若松らの研究は全て 1 mmメッシュのふるいで

採取を行っているが，本研究は目視で採集を行っ

たため，極小さな個体はもれ落ちた可能性が高く，

新規個体加入が過去の報告と異なるのはこのこと

が原因の一つだと考えられる．また，ウミニナは

水中の浮遊生活から着底する時，底質の粒度や干

出時間や塩分条件などの環境要因により着底する

場所を選んでいるとも考えられ，同じ調査地の中

でも着底に適する場所と適さない場所があり，そ

れを外れてウミニナを採集した可能性も考えられ

る．

また，田上・冨山（2004）の調査では，春と

秋の 2回，稚貝の新規加入が見られ，ウミニナの

稚貝は春と秋の 2回，新規加入するとしているが，

本研究では秋の新規加入のみ見られた．これは，

春の新規加入を見落としたか，この年には春の定

着がなかった可能性が考えられる．

喜入町愛宕川におけるウミニナの殻高分布の

季節変化を見ると，4月，5月に 15 mm以下の個

体数が急激に減っているが，6月以降にまた現れ

ていることから，死滅したのではなく，採集場所

として設置した場所とは違う，他の場所へ移動し

ていたなどの理由で採集できなかったと考えられ

る．また，3月以降には 21.1 mm以上の個体が見

られるようになり，夏から秋にかけてその数は増

え，10月にはほとんど見られなくなった．しかし，

Fig. 5. Habitat density of Batillaria multiformis at each station in 
September 2007. 2007年 9月の各調査地におけるウミニナ
の生息密度．

Fig. 6. Seasonal changes of mean value of shell length of Batilla-
ria multiformis at each station in September 2007. 2007年 9月
の各調査地におけるウミニナのサイズ頻度分布．
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11月にはまた現れ，12月になると 10月と同様ほ

とんど見られなくなっている．このようにばらつ

きがみられたのは，21.1 mm以上という大きな個

体では目視による見落としが原因だとは考えにく

く，個体の移動などによる理由で採集できなかっ

たと考えられる．

ウミニナの個体数の変化を見ると，春に向け

て個体数が増え，夏に向けて減少している．実際

に 5–7月にかけて明らかに個体数が減り，一箇所

に高密度に存在することがなくなり，個体が干潟

全体に均一に存在することが観察された．これは，

杉原（2002），吉田（2003），田上（2004）の報告

と一致する．綱尾（1999）は比較的高等な腹足類

では，産卵後 5，6週間で変態し，約 0.6–0.9 mm

に成長して着底すると論じていることから，9月

に 10 mm前後の幼貝が出現して 12月にかけて

11.1–12 mmに成長していることを考えると，12

月に 4.1–5 mmの個体として現れた幼貝は同じ年

の春に産卵され，成長したものだと考えられる．

また綱尾のこの報告からは，本研究で 9月に現れ

た10 mm前後の幼貝は，前年度の初夏に産卵され，

成長したものだと考えられ，この年に着底した個

体だという可能性は低いと考えられる．よって，

ウミニナの産卵は春から夏にかけて起こると予想

され，これは，杉原（2002）の報告と一致し，杉

原（2002）が考察したように春には生殖のため高

密度に集合するため個体数が増えるのではないか

と考えられる．しかし，浮遊期の幼生は着底期が

近づいても適当な場所が見当たらなければ相当変

態が遅れることがあり，Crepidulaの一種では普

通の期間の約 2倍も遅延する（綱尾，1999）こと

から，産卵の終わる時期はもっと早いのかもしれ

ない．また，夏に向けて減少しているのは，餌の

摂取量を多くするなどの成長をより効率的にする

ためそれぞれの個体が分散しているのかもしれな

い．

喜入町愛宕川と，いちき串木野市大里川にお

ける 2007年 9月の調査では，平均個体サイズが

喜入では 16.8 mm，市来では 15.01 mmと，喜入

のほうが大きかった．これは，喜入よりも市来の

ほうが高密度で生息しているという生息密度調査

の結果から，餌や生息場所などの競争の少ない喜

入のほうが個体成長に優位であり，密度効果が個

体サイズに影響を与えていると考えられる．また，

ウミニナの砂泥上のデトリタス（泥状の有機物）

を食べるという食性により，周辺に民家が多く見

られ，生活排水が流れ込む排水溝がある大里川で

は，周辺に民家があまり見られない愛宕川と比べ

て栄養的に優位であると考えられ，小型個体が生

存していく上でも非常に適した環境だと考えられ

る．このため，小型個体の多い市来調査地のほう

が平均個体サイズが低いとも考えられる．これら

は，調査地砂泥中の有機物量，植物由来の有機物

量，天敵の有無など，詳しい調査がなされていな

いためはっきりとは言い切れない．今後詳しい調

査が必要である．

各調査地におけるウミニナのサイズ頻度分布

では，喜入町愛宕川では 16.1–17 mmをサイズピー

クとする山型のグラフであり，幼貝の占める割合

は低いが，いちき串木野市大里川では 10.1–11 

mmをサイズピークとするグラフで，喜入と比べ

て幼貝の占める割合がかなり高かった．この原因

として，喜入については幼貝の定着自体が減少し

ている可能性が考えられ，これは，大滝ほか（2001）

によって，有機スズ剤汚染，いわゆる環境ホルモ

ンによって引き起こされるインポセックスによる

繁殖力の低下や，生息域と定着場所の汚染のよる

幼生や幼貝の高死亡率の可能性があげられてい

る．

本研究の結果から，生息環境の異なる地域で

生活史や幼貝の生育について違いが見られたが，

その要因については明確にすることができなかっ

た．風呂田（2000）はウミニナのようなプランク

トン幼生による広域分散過程を持つ多くの底生生

物にとって，干潟の埋め立てのような着底場所の

消失による局所個体群のネットワークの消失が，

それらの種の衰退の原因ではないかと推測し，東

京湾でのウミニナ類の衰退を説明している．鹿児

島湾では幸い，まだ多くのウミニナ類が見られる

が，これらを保全していくには広範囲にわたる環

境の保全が必要になるだろう．そのためにプラン

クトン幼生期をもつウミニナ類の詳しい着底機構
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をさらに調査する必要がある．
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